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国土交通省水資源部

第３回世界水フォーラムに向けた準備会合として行われた

閣僚級国際会議に関する第１回非公式諮問会合の開催結果（概要）

 第３回世界水フォーラムに向けた準備会合として、政府主催による「閣僚級国際会議に

関する非公式諮問会合」が 11月 25日、京都国際会館において開催された。

 本会合は、第３回世界水フォーラムの一環として行われる閣僚級国際会議を有意義なも

のとするため、広く意見を募るべく行われたもので、約 40 の国と国際機関から約 70 名の
専門家、日本側関係各省の参加者約 40名を含めて約 110名が参加した。

 会議では、日本側より、閣僚級国際会議の基本的考え方、開催要領、期待される成果の

イメージ等の説明を行い、意見を聴取した。

 説明中、特に、閣僚宣言および各国等の具体的アクションを記述した「ブループリント・

フォー・アクション」（仮称）を作成することを提案し、これについては基本的な支持を得

た。なお、ブループリント・フォー・アクションの名称については変更すべきとの意見も

あった。

◆◆◆

 今後、今回の会合を受けて、日本案を更に詰めた上で、各国に正式に提案を行っていく

予定。

 なお、来年 1月末に今回会合の第２回を開催することとしている。

■主要意見（順不同）

¾ 貧困撲滅と水という論点から整理して議論する必要がある。

¾ ５つの分科会を開催する日本案に対して、その構成については種々の提案があっ

た。（意見を踏まえて改めて日本案を検討することとした。）



¾ 日英同時通訳だけを予定している一部会議について、言語の数を増やすべきとの

強い要望があった。

¾ 災害、洪水、危機管理等が重要。

¾ 流域レベルの統合的水資源管理が重要。

¾ 資金調達の問題が重要。

¾ 砂漠化対策、渇水対策、地下水の維持可能な利用が重要。

¾ 都市化、特に最貧国における都市化の問題は重要

¾ その他、気候変動の視点、ジェンダーの視点の重要性、水力発電を課題に含める

べきなど、様々な指摘があった。










